
　筆者は、仕事現場で発生する悩みや問題を図で表現し
て克服した体験から、仕事の成果につながる業務プロセ
スやコツ・工夫を図解で可視化して共有・伝承する仕組
みづくりを行っています。今回は、現場で発生する問題
の真の原因を探っていくために「なぜ？」と視点を変え
て問う方法をご紹介させて頂きます。

★「PDCAサイクル」は万能か？
　事業活動における様々な管理業務に「PDCAサイク
ル　Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Action

（対策）」が広く使われています。いかに生産性を高める
か、効率良く作業を進めるかなどがテーマのマネジメン
ト手法です。この4段階を回すことによって、業務を継
続的に改善することができます。「PDCAサイクル」で
は、1段階目の「Plan（計画）」がとても重要です。こ
こで、綿密な計画を立てられると言うことは、その分野
の知識・経験があり「何をしたら良いか、手順は、難易
度は、障害は、コストは…」が具体化できると言うこと
です。現場経験の豊富な人は、多くのノウハウを持ち、
それを活かすことで、より良い計画が立てられます。
　ちなみに、筆者が営業業務を始めた時、「PDCA」を
イメージしても、納得できる「Plan（計画）」が書けま
せんでした。初めての分野で知識・経験が無いのですか
ら当然です。つまり、新しい分野や事業の前提条件が変わ
ると、「PDCAサイクル」は使えないことを痛感しました。
　これを教訓に、「PDCAサイクル」をまわす前段階が
必要だ、「Plan（計画）」につなげる上位概念が必要だ、
と考え「QVSAサイクル」を考案しました。このフレ
ームにより、初めてのテーマでも取組みやすくなりまし
た。図1は、「QVSA」サイクルと「PDCA」サイクル
の関係を示したものです。

Question ▶ 根本的な問題・課題を「問う！」
Vision ▶ 共有できる「姿！」を定義する
Solution ▶「成功！」の実現方法を探り出す
Action ▶「PDCAサイクル！」を包含する

　「PDCAサイクル」の上位概念に位置する「QVSAサ
イクル」は、一見、当たり前ですが、グローバル経済下
において事業環境が目まぐるしく変わる今日、この2つ
の連動性を踏まえ、「現状の根本分析、目標の再設定、
解決策の立案」を行い、事業活動を変革、改善していく
必要性が高まっています。

★「QVSAサイクル」による
　真の問題発見アプローチ
　現場で部下が失敗したときに、やみくもに、「なぜ？」

を連発していませんか。管理職としては、「なぜ？、なぜ？
…」と繰り返すことで原因を追究しているつもりになり
ます。しかし、担当者が答えられる「なぜ？」は、自分
が計画通りに実行「できたのか・できなかったのか」そ
れだけです。部下は、責められていると感じたら「私が
悪かった」と言うしかありません。そうなると、解決策
は「以後、気をつけます」となり、問題の本質を探るこ
とができなくなります。それを意識しないで担当者に「な
ぜ？」と問い続けるということは、責任追及の詰問でし
かありません。これでは失敗から学ぶことができず、正
しい問題解決のアプローチとは言えません。
　問題が発生したら視点を変えた「なぜ？」を5回繰り
返しましょう。

①　1回目「なぜ？」…Do
　　担当者が計画通りに「実行できたのか？」を確認
　　→計画通りに実行できなかった理由はなにか？
②　2回目「なぜ？」…Plan
　　実情にあった計画なのかを確認
　　→計画に無理があると、現場の頑張りが無駄になる
③　3回目「なぜ？」…Solution
　　実現の方法の選択が正しいか確認
　　→戦略の失敗は現場の戦術ではカバーできない
④　4回目「なぜ？」…Vision
　　期待する姿は正しく描けていたのか確認
　　→目標を間違うと、正しい「課題」設定ができない
⑤　5回目の「なぜ？」…Question
　　「出発点はよかったのか？」、「問い？」を確認
　　→現状を根本的に見つめ、疑問を持つことが出発点

　筆者の提唱する「なぜ？」を5回繰り返す問題解決の
アプローチは、仕事の流れを上流へと遡ります。質問の
切り口を変えていくことで問題の本質に迫っていくこと
ができます。トヨタには「なぜなぜ5回」と言う手法が

第15回 問題の本質を探っていく
『なぜ？』５つの視点
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「マーケティングの出番ですか？」と題し

て、主に、モノづくり企業で製品開発、

生産に従事される技術者の方々を対象に、

お仕事に “役立つ”、“必要な”、そして “面

白い” マーケティング関連情報、知識、

事例、最新トピック等を幅広くご紹介さ

せて頂きます。

マーケティングの出番ですか？
連載

図1「QVSA」サイクルと「PDCA」サイクル
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あるそうですが、その真似をしたわけではありません。
偶然、5回になりました。QVSAとPDCAの連動性を考
えたら、5段階で考えることが合理的だったのです。
　ただ、この「なぜ？」の視点を変えて遡って行くには、
遡っていけるだけの仕事の仕組みを可視化していること
が必要です。思いつきで計画して実行したものでは遡る
ことが難しいし、経験を知恵として蓄積していけません。
仕事で考えたこと、行動したことが記録に残されている
からこそ、後からの検証で真の原因を発見し、改善を積
上げていくことができるのです。

＜結び＞
初めての仕事では「こうなる、こうしたい」という目標、
解決策を「QVSAサイクル」で定義、関係者で共有し、

「PDCAサイクル」を実施する中で、問題点を追いかけ
られる様に仕事を構造化、可視化すれば、必ずや成果が
得られます。
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図2　視点を変えて「なぜ？」と問う

そもそも社長が言い出したことに無理
が無いか問う

部長が示した目標の姿（形）が見える
か問う

課長が選んだ解決方法は適切か問う

係長が無理な計画をたてなかったか問
う

現場担当者が、「ちゃんとやったか？」
問う
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